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サービスの質のレベルを知ろう！

現状を把握し、サービスの質を高めよう！

評価者一覧

●上記に加え交通費・宿泊費は別途かかります。
●施設評価はショートステイは対象外ですが、同じ建物内にある場合はサービスで行います。

費用について

施設の定員
評価者数
（原則）

訪問調査日数
（原則）

施設評価

29人 2人 2日間 600,000円

30人～50人 2人 3日間 660,000円

51人～75人 3人 3日間 790,000円

76人～100人 3人 3日間 820,000円

101人～125人 4人 3日間 950,000円

126人～150人 ４人 3日間 980,000円

151人～175人 4人 3日間 1,010,000円

176人～200人 5人 3日間 1,140,000円

201人～225人 5人 4日間 1,250,000円

226人～250人 5人 4日間 1,280,000円

評価者 登録年 経歴

Ａ 2006年 福祉関係公益財団法人理事長、調査研究、元東京都第三者機関評価者
8年間、講師、講演、著書多数

Ｂ 2011年 特養ホーム、在宅支援サービス15年、大学教員13年、私立大学
名誉教授、介護福祉士会会長11年、元東京都第三者評価者、著
書多数

Ｃ 2015年 1級建築士、福祉住環境コーディネーター１級、福祉用具専門相談員、
社会福祉士、成年後見人、東京都第三者機関評価者

Ｄ 2016年 社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士、介護支援専門員、知的障
害者更生施設生活相談員、中学校教諭、専門学校講師、第三者機関評
価者

Ｅ 2021年 看護師、一般病院4年・慢性期医療施設３4年、ケア部(看護/介護)管
理職26年、看護学校講師、研修講師

Ｆ 2023年 社会福祉士、保育士、福祉経営コンサルタント13年、知的障害者施
設の生活支援員５年、福祉サービス第三者評価の評価機関合同会社の
代表社員

評価者研修 ２０２３年度は毎月開催、報告書有り。基本的に毎年１回の開催。
法改正について、社会のニーズ、個人のニーズによる評価のあり方について。



期待できる効果

Uビジョン研究所の「施設評価」とは…

利用者の人権が守られている
●その人らしく、安心して安全に生き抜く支援体制が整っている
●人生最期のステージにふさわしい支援体制が確認できる

市民の信頼に応える
●コンプライアンスの順守が確認できる
●「サービスの質」の内容が明確になり、施設の「見える化」が
図られる

職員の資質向上を図る
●専門的な知識・技術の一定水準の到達度や、情報共有のプロセ
スが明確になる

●「優れている点」と「改善を要する点」が明らかになることで、
専門的な仕事に自信が持てる
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・職員アンケート調査の配布・回収
 (施設が回収→Uビジョンへ送付)

・家族アンケート調査を家族に送付
(家族は直接投函)
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・観察調査
・ヒアリング調査
・職員、家族アンケート調査
・書類調査
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・職員・家族アンケート

訪問調査（2～4日間・夜間通して）

評価者2～５人（定員規模による）

・中間管理職以上ヒアリング
・各職種ヒアリング
・経営者ヒアリング
・ホームにより入居者ヒアリング
・観察調査（全ユニット、全居室）

認知症になっても身体状態が重度になっても、家族がいない人でも安心して安全に、人間らしく暮らすことができる良質な施設を選ぶ
ことに寄与できる。

専門性の高い第三者の視点で施設の生活の質が評価されることによって、「外から内が見える」透明性の高い施設として市民の信頼を
得ることができる。さらに、施設のサービスの水準が明らかになることによって、取り組むべき課題が明確になり、さらなる向上を目
指して取り組むことができる。

介護は外部から見えにくいため、社会の理解が得にくい。心のこもった温かい支援、人としての誠意ある支援が専門性の高い第三者に
よって認められ評価されることによって、社会的評価が高まり、介護の仕事に対する誇りと自信が持てる。

☞利用者・市民にとって

☞施設にとって

☞職員にとって

評価のプロセス
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